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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

乳酸値の変動は、重症患者において予後と関連していると言われているが、小児心臓手術

患者において乳酸変動と予後との関連を示した研究は少ない。我々は、2007 年 1 月から 2011
年 3 月の間に小児心臓手術を受けた患者の、人工心肺離脱後の乳酸値変動と ICU 滞在日数、

術後合併症との関連を後方視的に検討した。乳酸値変動は、手術終了時の乳酸値から人工心

肺離脱時の乳酸値を引いた値とした。全体で 1145 回の乳酸値測定が行われた。乳酸値は人工

心肺離脱後有意に上昇した（中央値 2.1 から 2.5 mmol/L へ上昇、p< 0.001）。乳酸値変動が

高い患者は、有意に ICU滞在日数が長く(p=0.017)、術後合併症の発生率が高かった(p=0.002)。
多変量解析を行い交絡因子を取り除いた後も、乳酸値変動が高い患者は有意に ICU 滞在日数

が長かった(p=0.028)。今回、我々の研究では、小児心臓手術中の人工心肺離脱後の乳酸値変

動が高い患者は、術後 ICU 滞在が長く、術後合併症の発生頻度が高くなる事がわかった。乳

酸値変動を患者予後改善にどのように使用するかは、更なる研究が必要である。
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